
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
く
第
二
幕
、
ギ
タ
ー
演
奏
Ｐ
＆
Ｐ
さ
ん
に
よ

る
、
昭
和
四
十
年
代
か
ら
五
十
年
代
に
ヒ
ッ
ト
し

た
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
の
名
曲
を
二
人
の
掛
け
合
い

で
説
明
し
な
が
ら
の
演
奏
と
歌
唱
、
参
加
者
も
若

か
り
し
頃
を
友
達
そ
し
て
隣
り
の
人
と
小
声
で
話

し
な
が
ら
、
感
慨
深
げ
に
耳
を
傾
け
て
想
い
出
に

浸
っ
て
お
ら
れ
る
中
、
最
後
に
世
界
の
名
曲
「
上

を
向
い
て
歩
こ
う
」
の
合
唱
で
終
演
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
催
者
と
し
て
は
、
二
組
の
皆
さ
ん
の
深
い
研

鑽
と
多
く
の
経
験
を
基
に
し
た
動
と
静
の
演
奏
の

集
い
が
、
こ
れ
か
ら
の
西
江
原
を
担
え
る
ま
ち
づ

く
り
だ
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
催
し
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、「
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
の
集
い
は

楽
し
い
ね
ー
」「
毎
年
い
ろ
ん
な
催
し
が
あ
る
し

来
年
は
何
が
あ
る
か
な
～
」
な
ど
と
口
に
し
な
が

ら
二
階
の
研
修
室
へ
、
第
四
回
目
と
な
る
甲
山
は

つ
ら
つ
学
園
が
開
催
す
る
「
豚
汁
の
お
も
て
な
し

付
き
の
昔
の
道
具
・
民
具
・
農
具
展
」
会
場
へ
。

　

心
も
体
も
温
ま
る
美
味
し
い
豚
汁
を
頂
き
な
が

ら
、
窓
辺
に
春
の
陽
射
し
を
感
じ
る
ひ
と
時
を
、

は
つ
ら
つ
学
園
受
講
生
が
持
ち
寄
っ
た
、
明
治
か

ら
昭
和
初
期
に
使
用
さ
れ
て
い
た
百
点
余
り
の
農

機
具
・
道
具
・
地
図
、
懐
か
し
そ
う
に
昔
を
語
り

教
え
る
老
若
男
女
、
豚
汁
の
匂
い
と
見
学
者
の
溢

れ
る
会
場
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
こ
の
一

日
は
、
西
江
原
町
民
の
つ
な
が
り
・
ふ
れ
あ
い
を

あ
ら
た
め
て
感
じ
る
、
令
和
の
ス
タ
ー
ト
を
飾
る

「
令
和
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
の
集
い
」
と
な
り
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
こ
の
「
集
い
」
の
企
画
運
営
、
会
場

設
営
、
撤
収
ま
で
ご
協
力
頂
い
た
自
治
会
・
公
民

館
・
社
会
福
祉
協
議
会
等
関
係
者
、
そ
し
て
主
催

の
皆
様
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

（
総
務
部
長　

三
村
幸
男
）

　

平
成
九
年
度
か
ら
公

民
館
と
社
会
福
祉
協
議

会
の
共
催
で
始
め
ら
れ

た
「
明
る
い
ま
ち
づ
く

り
の
集
い
」
は
、
令
和

に
な
っ
て
初
め
て
の
「
集

い
」、
し
か
も
初
め
て

の
天
皇
誕
生
日
と
な
っ

た
二
月
二
十
三
日
（
日
）

の
開
催
と
な
る
こ
と
も

あ
っ
て
、
今
ま
で
、
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
「
甲
山
は

つ
ら
つ
学
園
」が
同
日
に
開
催
し
て
い
た「
民
具
展（
豚

汁
の
お
も
て
な
し
）」
と
、
今
回
初
め
て
午
前
中
に
実

施
し
た
「
和
太
鼓
体
験
教
室
」
を
加
え
た
「
令
和
明

る
い
ま
ち
づ
く
り
の
集
い
」
と
し
て
、
三
者
共
催
の

よ
り
充
実
し
た
行
事
に
衣
替
え
し
て
開
催
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

約
一
五
０
名
の
老
若
男
女
が
集
っ
た
幼
児
園
リ
ズ

ム
室
で
は
、
第
一
幕
と
し
て
「
井
原
早
雲
太
鼓
」「
新

九
郎
太
鼓
」
の
皆
さ
ん
の
勇
壮
で
迫
力
の
あ
る
「
和

太
鼓
演
奏
」
で
令
和
最
初
の
ス
タ
ー
ト
を
祝
福
し
て

令和明るいま
ちづくりの集い

西
江
原
公
民
館
だ
よ
り
第
一
号
発
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　「
平
成
」（
三
十
一
年
）
か
ら

「
令
和
」
と
、
五
月
か
ら
新
た

な
元
号
で
ス
タ
ー
ト
し
た
令

和
元
年
度
も
、
地
球
温
暖
化

に
よ
る
災
害
を
見
聞
し
な
が

ら
の
一
年
と
な
り
、
年
度
末

に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
流
行
で
世
界
中
の
動
き

を
止
め
よ
う
と
し
て
い
る
お

ま
け
が
つ
い
て
、
わ
が
国
で

も
い
ろ
い
ろ
な
行
事
や
式
典

ま
で
中
止
や
制
限
を
し
て
終

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
お
蔭
さ
ま
で
、
当
地
区
は

昨
年
度
の
よ
う
な
災
害
に
も

見
舞
わ
れ
ず
、「
令
和
に
な
っ

て
初
め
て
」
の
く
だ
り
で
始

ま
っ
た
公
民
館
行
事
も
、
ほ

ぼ
予
定
通
り
終
え
る
こ
と
が

で
き
た
と
ま
と
め
た
い
と
き

に
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
策
と
し
て
、
三
月
前
半

を
公
民
館
を
閉
館
す
る
と
い

う
、
経
験
の
な
い
年
度
末
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
一
年
の

あ
ら
ま
し
は
、
こ
の
「
公
民

館
だ
よ
り
」
の
と
お
り
で
す
。

　
こ
う
し
た
元
年
度
を
終
え

る
と
、
私
は
、
五
期
十
年
の
間
、

多
く
の
皆
様
の
ご
指
導
と
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
務
め
る

民
生
委
員
・
児
童
委
員
・

福
祉
協
力
員

　
令
和
元
年
十
二
月
一
日

付
で
、
次
の
方
々
が
厚
生

労
働
大
臣
か
ら
民
生
委
員
・

児
童
委
員
に
、
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。（
任
期
三
年
）

　
民
生
委
員
は
、
地
域
に

お
い
て
、
常
に
住
民
の
立

場
に
立
っ
て
、
相
談
に
応

じ
、
必
要
な
援
助
を
行
い
、

社
会
福
祉
の
増
進
に
努
め

る
方
々
で
児
童
委
員
を
兼

ね
て
い
ま
す
。

　
児
童
委
員
は
、
地
域
の

子
供
た
ち
が
元
気
に
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

子
供
た
ち
を
見
守
り
、
子

育
て
の
不
安
や
妊
娠
中
の

心
配
事
な
ど
の
相
談
・
支

援
等
を
行
い
ま
す
。
主
任
児

童
委
員
は
、
児
童
の
事
を
専

門
的
に
担
当
し
ま
す
。

○
民
生
委
員
・
児
童
委
員

（
新
）
三
宅
　
陽
子
（
寺
戸
、

神
戸
）

（
前
任
　
落
合
晴
光
）

（
継
）
原
田
　
栄
子
（
西
新
町
、

本
新
町
）

（
継
）
森
本
　
弘
子
（
東
新
町
）

（
継
）
北
田
　
和
子
（
西
町
）

（
新
）
原
田
　
俊
和
（
中
町
、

東
町
）

（
前
任
　
坊
野
昭
夫
）

（
新
）
広
畑
　
清
明
（
長
谷
、

藤
ノ
木
、
山
本
住
宅
）

（
前
任
　
川
上
　
昌
弘
）

（
新
）
宗
高
　
清
和 

（
戸
倉
、

才
児
）

（
前
任
　
相
田
　
輝
）

（
継
）
椋
本
　
延
男
（
賀
山
）

（
継
）
片
山
　
将
子
（
小
角
）

○
主
任
児
童
委
員

（
継
）
井
上
　
京
子

（
新
）
原
田
　
洋
子

○
福
祉
協
力
員

落
合
由
起
子
、
中
山
由
利

子
、大
山
久
子
、吉
田
光
子
、

猪
原
敏
江
、
渡
辺
サ
ダ

エ
、
定
光
　
操
、
原
田
和

子
、
片
山
暉
子
、
賀
山
昌

子
、
片
山
光
代
、
佐
藤
雅

子
、
妹
尾
説
子
、
原
田
忠

彦
、石
原
逸
子
、大
山
宮
子
、

川
上
敬
子
、
沖
津
三
智
子
、

岡
野
ま
ゆ
み
、
惣
台
智
子
、

川
上
昌
弘
、
坊
野
昭
夫
、

相
田
　
輝
、
落
合
晴
光

　
民
生
児
童
委
員
と
福
祉

協
力
員
の
皆
様
に
は
、
西

江
原
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
の
理
事
並
び
に
評
議
員

と
し
て
、
毎
月
二
回
行
っ

て
お
り
ま
す
サ
ロ
ン
葵
、
サ

ロ
ン
甲
山
を
は
じ
め
、
一
人

暮
ら
し
、
要
介
護
三
以
上
の

方
、
八
十
八
歳
以
上
の
方
へ

の
給
食
サ
ー
ビ
ス
等
々
一
年

を
通
し
て
い
ろ
ん
な
活
動
を

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
今

月
は
、
一
人
暮
ら
し
、
要
介

護
三
以
上
の
方
に
給
食
サ
ー

ビ
ス
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
退
任
さ
れ
る
方
々
に
は
、

長
年
に
わ
た
り
お
世
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
心
よ

り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
新
た
に
活
動
を

始
め
ら
れ
る
委
員
の
皆
様
に

は
、
従
前
に
も
増
し
て
ご
負

担
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

（
西
江
原
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
　
三
村
幸
男
）

こ
と
が
で
き
た
公
民
館
長

職
か
ら
や
っ
と
解
放
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
、
新
た
な

素
晴
ら
し
い
方
に
引
き
継

ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
二
年
四
月
に
拝

命
し
て
か
ら
、
平
成
の
最
後

の
十
年
間
は
、
西
江
原
や
井

原
の
こ
と
と
人
な
ど
を
学
び
、

覚
え
な
が
ら
、
よ
い
伝
統
を

引
き
継
い
で
、
し
か
も
、
二

十
三
年
度
に
設
立
さ
れ
た

「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
の

事
務
局
と
し
て
の
取
組
み

と
の
交
通
整
理
を
し
な
が

ら
、
郷
土
の
文
化
の
伝
承

や
仲
間
づ
く
り
や
元
気
づ

く
り
を
目
指
し
て
来
た
つ

も
り
の
結
構
忙
し
く
て
短

い
十
年
で
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
西
江
原

の
皆
様
の
郷
土
を
思
う
文

化
、
そ
し
て
、
公
民
館
に

隣
接
す
る
学
校
園
や
各
種

団
体
の
協
力
体
制
、
さ
ら

に
は
企
業
、
法
人
の
公
益

性
の
考
え
か
ら
の
支
援
な

ど
の
基
盤
を
活
か
し
て
、

進
展
す
る
少
子
高
齢
社
会

の
な
か
で
、
公
民
館
活
動

が
さ
ら
な
る
発
展
を
さ
れ

る
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

お
礼
の
あ
い
さ
つ
を
兼
ね

た
「
こ
の
1
年
」
を
結
び

た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
十
二
月
一
日
（
日
）、
西
江
原
小
学

校
体
育
館
に
お
い
て
、「
第
三
十
九
回 

西
江
原
町
親
睦
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
沢
山
の
方
に
参
加
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
各
部
選
手
の
皆
さ
ん
に
は
、
大
会
一

週
間
前
か
ら
練
習
を
行
い
、
怪
我
の
防

止
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
深
め
て
大
会
当

日
に
備
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
試
合
は
各
部
対
抗
の
リ
ー
グ
戦
方
式

で
行
い
ま
し
た
が
、
ど
の
チ
ー
ム
に
も

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
経
験
者
が
お
ら
れ
、
迫

力
あ
る
ラ
リ
ー
が
続
き
、
大
変
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　
接
戦
の
結
果
、
三
部
が
優
勝
、
以
下
、

二
部
、
四
部
、
一
部
の
順
位
と
な
り
ま
し

た
。
親
睦
も
深
め
、
運
動
不
足
の
解
消
と

な
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
大
会
を
支
え
て
下
さ
っ
た
、

実
行
委
員
の
皆
様
、
女
性
会
の
皆
様
、

そ
し
て
選
手
の
皆
様
に
深
く
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。（

体
レ
ク
部
 
藤
本
幸
代
）

館
長
　
宗
髙
平
八

令
和
元
年
度

こ
の
一
年

親睦バレーボール大会
社
協
だ
よ
り
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新
春
恒
例
で
令
和
最
初
の
西
江
原
公
民
館

新
年
互
礼
会
を
、
一
月
八
日
（
水
）
に
開
催

し
ま
し
た
。

　

互
礼
会
は
市
長
を
始
め
多
く
の
ご
来
賓
を

お
迎
え
し
、
宗
高
公
民
館
長
の
挨
拶
、
ご
来

賓
の
ご
祝
辞
で
始
ま
り
、
続
く
懇
親
会
は
、

自
治
会
・
地
区
公
民
館
・
各
種
団
体
な
ど
か

ら
七
十
余
名
が
参
加
し
て
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　

激
動
す
る
社
会
情
勢
と
少
子
高
齢
化
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
が
進
展
す
る
中
で
、

災
害
等
に
お
け
る
横
の
つ
な
が
り
な
ど
公
民

館
行
事
な
ど
を
通
し
、
助
け
合
い
・
ふ
れ
あ

い
の
気
持
ち
の
大
切
さ
を
育
み
、
安
心
安
全

で
、
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
、
住
ん
で
い
た

い
西
江
原
町
で
あ
っ
て
欲
し
い
…
な
ど
、
新

し
い
芽
吹
き
を
感
じ
る
会
話
が
交
わ
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
体
レ
ク
部
長
・
興
学
会
会
長
な

ど
の
名
進
行
に
よ
る
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
今

年
も
盛
り
上
が
り
本
当
に
楽
し
い

交
流
の
ひ
と
時
と
な
り
、今
後
も
、

ふ
れ
あ
い
と
思
い
や
り
が
あ
る
住

ん
で
い
た
い
西
江
原
町
を
思
わ
せ

る
新
年
互
礼
会
で
し
た
。

（
総
務
部
長　

三
村
幸
男
）

住
ん
で
い
た
い
町

８月３日　第45回 井原夏まつり

10月27日
第２回 ペタンク・グラウンドゴルフ大会

12月７日　しめ縄づくり教室

８月13日
第42回 西江原町納涼盆踊り大会

11月24日　2019西江原ふれあい広場

１月８日　新年互礼会

５月25日　第７回 西江原町大運動会

10月６日　第57回 井原市民体育祭

12月１日
第39回 西江原町親睦バレーボール大会

２月23日　明るいまちづくりの集い

　

一
月
二
十
五
・
二
十
六
日
に
「
ま
な
び

フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ
い
ば
ら
」
が
ア
ク
テ
ィ
ブ

ラ
イ
フ
井
原
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
輝
く
笑
顔
で
ふ
み
出
す
一
歩
！　

人

生
楽
し
む
生
涯
学
習
！
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
展
示
発
表
、
活
動
発
表
、
体
験
講
座
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

西
江
原
公
民
館
も
「
生
涯
学
習
展
」
に

活
動
の
写
真
や
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
記
念
講
演
は
「
己
抄
呼
～
Ｍ
ｉ

ｓ
ａ
ｋ
ｏ
～
の
笑
う
体
操
！
」
と
題
し
て

健
康
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
己
抄
呼
～
Ｍ
ｉ
ｓ

ａ
ｋ
ｏ
～
氏
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

まなびフェスタ
in いばら
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まちづくり報告 　　　　　　　西江原地区まちづくり協議会

西江原ふれあい市④①

民具展①

昔遊び交流①

味噌つくり教室④

和太鼓体験教室④

神戸川探検（生息する生き物調査）③
ペタンク・グラウンドゴルフ大会

参加交流①

　まちづくり協議会は、令和元年度も①「甲山はつらつ学園」②「雄神川の自然と環境を護る会」③「神戸
川を活かしともに生きる事業」④「ふるさとのレシピを探し活かす事業」に取り組み、それぞれの運営組織
で、また、内容によっては連携協力して事業を展開しました。
　また２月１日にアクティブライフ井原で開催された「協働のまちづくりフェスタ」では、動画を交えたパ
ワーポイントにより、本協議会の活動成果について発表しました。
　主な事業を写真で報告します。（事業名の○数字は、担当した上記④事業です。）

はつらつ学園開講講座①

ホタルの放流会・鑑賞会②

　
十
二
月
七
日
（
土
）
に
、「
し

め
縄
づ
く
り
教
室
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
今
回
は
、
し
め
縄
を
作
る
グ

ル
ー
プ
と
、
し
め
飾
り
を
作
る

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
行
い
ま

し
た
。
そ
し
て
各
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
先
生
が
つ
い
て
く
だ
さ
り

指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

分
か
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
例
年

よ
り
作
業
時
間
に
余
裕
が
出
来

て
、
参
加
者
の
方
々
も
す
こ
し

落
ち
着
い
て
作
業
が
出
来
て
い

た
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

　
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
こ

の
、
教
室
で
す
が
、
指
導
者
と

し
て
来
て
い
た
だ
い
て
い
る
先

生
方
の
ご
都
合
で
、
来
年
度
は

行
事
の
変
更
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
決
ま
り
ま
し
た
ら
、

町
民
の
皆
様
に
ご
案
内
申
し
上

げ
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

（
文
化
部
長
　
相
田
瑞
明
）

小学校４年生「ふるさと学習」支援①②

しめ縄づくり教室
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